
 

触読学習プログラム「触るグリフ」 

原理と効果、臨床研究、知的財産権について 

はじめに 

触るグリフは、能動的触知覚（アクティブタッチ）を利用した「見ながら触れて音読」する多感覚学習

プログラムです。読みの流暢性と、文字想起の改善を促し、読み書きの負担を減らす目的で開発されまし

た。触読学習自体の効果検証を行った研究１）は、「触読版を利用した多感覚学習による読み書き機能と呼

称速度の促進的変化について」を参考にしてください。こちらの研究では、触るグリフ製品とは課題刺激

（造形素材と文字列）が異なりますが、近似した凸形状と高さで立体化した造形文字と、文字形態から単

語・短文へと段階的な学習プロトコルで実験を行いました。 

 

Ⅰ．触るグリフと、読み書き LD、能動的触知覚 

Ⅱ．触るグリフの原理と仕組みについて 

Ⅲ．触読学習の臨床研究（2025 年時点） 

Ⅳ．技術的工夫と発明特許、実用新案、著作権 

Ⅴ．今後の展望 

 

（図 1）触るグリフ、フォニックス版、平仮名 50 音、基本漢字 
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Ⅰ.触るグリフと、読み書き LD、能動的触知覚 

触るグリフは、映像音声を見ながら、触読版に触れて音読する「多感覚学習プログラム」です。説明書

と評価シートを利用することで自宅でも実施できます。能動的触知覚（アクティブタッチ）の作用を利用

して、読み書き能力に関わる 3 つの機能（「文字形態記憶の形成」「文字と音の連合記憶形成」「単語形態記

憶の形成」）を促します。を今まで盲人の点字触読は存在しましたが、晴眼者に対する文字学習を目的とし

た触読法は存在せず、2020 年に特許庁に世界初の「晴眼者に対する文字形態および単語綴りの学習法」と

して技術特許２）が認められました。 

 

1． 読み書き LD（ディスレクシア、ディスグラフィア） 

 

（図 2）日本語圏の読み書き LD 

触るグリフの利用対象の 1 つに、読み書き LD（ディスレクシア、ディスグラフィア）3）があげられま

す。読み書き LD は、視覚聴覚に障害がなく、全般的な知能も保たれているのに、著しく読み書きを苦手

とする学習障害です。「読み障害」は、デコーディング機能（文字と音の結びつき）や、単語形態認知の弱

さから、非流暢な読みとなり、読むと疲れる（易疲労）が知られています 4）。文字を見ても音がならず、

単語も一纏めに入ってこない状態です。「書字障害」では、繰り返し書いても文字が覚えにくいなど、文字

形態記憶の形成と想起の弱さが知られています。文字の形のイメージが乏しく、思い浮かべる事が困難と

なります。書字障害のみの場合もありますが、多くは、読めないと書けないので「読み＋書きの LD」と

して混在しています。神経学的な原因は、読み書きに求められる脳機能の個人特性 5）があり、近年の研究

では、音韻処理機能、視覚認知機能、呼称速度（RAN：Rapid Automatized Naming）の複合的な機能スペク

トラムとしての脆弱性が報告されています。これら読み書き LD の機能的脆弱性に対して、読み書き能力

の改善と、読み書きに伴う負担を軽減する目的で開発された学習プログラムが、触るグリフです。触るグ

リフは能動的触知覚（アクティブタッチ）の以下の 3 つの作用を利用して、読み書き LD の機能的脆弱性

を補完します。 



 

2. 能動的触知覚の作用と多感覚法 

複合的な認知的脆弱性を持つ読み書き LD に対して、海外（特に英語圏）では、古くから粘土造形や、

砂文字など、触知覚を利用した多感覚アプローチが試みられてきました 6）。近年の研究結果から多感覚法

の原理的な背景を分析すると、能動的触知覚（アクティブタッチ）による多感覚統合を介した記憶形成作

用があげられます。そして、現時点では可能性の段階ですが、触読学習の独自効果に深く関わる「呼称速

度（RAN：Rapid Automatized Naming）の促進的変化」が考えられます。 

 

・視覚性記憶の増強作用 

 

（図 3）視覚‐触覚の認知統合モデル（Nishino 2008） 

触知覚による視覚性記憶の増強効果があげられます。視認した対象を能動的に手で触れて確かめる事

で、触知覚のフィードバックが対象への注意を高めて、より強く形態特徴の記憶痕跡が残る事が知られて

います。さらに着目すべき効果は視覚‐触覚間の統合作用です。近年の fMRI を用いた脳科学研究 7）で

は、視覚と触覚は脳内の共通神経基盤（LOC から紡錘状回）を介して統合され、具体的かつ精緻なマルチ

モーダルイメージが形成される事が報告されています（図 3）。このような触知覚による視覚性記憶の増強

効果は、私（宮崎）が、2023 年に立体化した Rey の複雑図形を用いて行った研究 8）「視覚と触覚を用いた

多感覚学習による Rey-Osterrieth 複雑図形検査の視覚性記憶促進作用について」で、実際の幾何学図形の記

憶再生成績の変化として実証されました。 

 

・視覚表象と音韻表象の連合記憶形成 

2 つ目は「視覚と音韻表象の結びつきを促す作用」です。単語のスペルと読み（音）の学習課題を調べ

たフランスの研究 9）では、触知覚を利用することで、文字と音の対応関係を評価するデコーディング課題

の成績向上が報告されました。視覚表象（同時並列）と音韻表象（経時連続）の 2 つの特性を併せ持つ能

動的触知覚（アクティブタッチ）による探索により、文字と音の対応関係の理解が促されたと結論づけら

れました。読み書き LD のデコーディング機能やエンコーディング機能の弱さに対しても、文字と音の連



合記憶形成を促す事ができます。 

 

・呼称速度（RAN：Rapid Automatized Naming）の促進可能性 

４つ目は、触読学習のみにみられる呼称速度（RAN：Rapid Automatized Naming）の促進作用です。RAN 
10）は、絵や数字などに素早く注意を向けながら、視認対象の音韻情報（名前）を想起する機能効率指標で

す。近年の研究では RAN と読みの能力との相関が報告されています。2024 年に読み書き困難児を対象と

した臨床研究 1）では、「文字⇒特殊音節⇒単語⇒高心像な短文」と、段階的に「見ながら触れて音読す

る」触読学習を行う事で、STRAW-R の下位検査である RAN 課題の速度が著しく向上しました。RAN

は、読み書き能力に影響を及ぼす重要な機能指標であり、RAN 自体の変化は世界初の発見でした。私たち

研究チームは、RAN の変化について、触知覚の複合的な作用が関わると仮説を立てています。後述「Ⅲ．

触読学習の臨床研究（2025 年現在）」で詳しく解説します。 

 

Ⅱ．触るグリフの原理について 

古くから触知覚を利用した文字学習は行われてきましたが、従来の多感覚法では、文字 1 文字の粘土造

形や文字ブロックの触覚探索のみに留まっていました。これでは文字形態記憶は形成できても、流暢な読

みに不可欠な、文字と音のデコーディング機能へのアプローチや、単語形態記憶の形成は促せません。こ

れらの問題を解決する為に、独自の学習プログラムの開発と、技術的発明により工夫を試みました。触る

グリフでは、映像音声を見ながら、立体化された文字版を「見ながら触れて音読する」学習（図 4）を通

して、文字形態記憶の形成、文字形態と音の連合記憶形成、単語形態記憶の形成、文章レベルでの汎化

を、段階的に行います。 

 

 

（図 4） 映像音声を見ながら立体化された 50 音に触れて音読する子供 

 

 



 

1．第 1 セクション（文字形態記憶の形成と、文字−音の連合記憶形成） 

初めは大きく立体化された「仮名（ひらがな、カタカナ）」の触読を行います。次に拗音と促音を中心と

した「特殊音節」に触れる事で、2 文字 1 モーラ単位の記憶を形成します。1 モーラ単位の文字を指で触れ

て、具体的かつ精緻な文字形態記憶を形成します。また映像音声に沿って「見ながら触れて音読」するこ

とで、文字形態からの触知覚刺激を認知的な手がかり（Cue）として、ワーキングメモリ内の文字-音の結

合（連合記憶形成）を促します。 

 

2．第 2 セクション（文字列のチャンキングを介した、単語形態記憶の形成） 

少ない 2 モーラの単語から、7 モーラの単語を段階的に触読します。（第 1 セクション）で形成された文

字形態記憶から、文字列単位でのチャンキングを介して、段階的に単語形態記憶を形成します。単語を見

たときに、１文字ずつ確かめなくても認知できるように、頭の中で照合できる単語形態記憶の視覚辞書ネ

ットワークを形成します。単語の読み上げと同時に文字列がマークアップされる映像音声に沿って「見な

がら触れて音読」することで、単語形態（視覚表象）と、言葉（音韻表象）の結合を促します。この単語

と言葉の結びつきは、後述する呼称速度（RAN：Rapid Automatized Naming）の促進に繋がると考えられま

す。 

3．第 3 セクション（文章レベルでの汎化） 

第 1、第 2 セクションで形成された単語形態記憶や、文字−音の連合記憶を、さらに文章レベルでの触読を

通して「汎化」を促します。高心像な描写からなる文章を触読することで、意味記憶を介して、視覚辞書

と音韻辞書のバイパスを形成します。触るグリフの教材に無い単語を見ても、負担なく認識できるよう

に、より汎化された文字認識ネットワークを形成します。 

 

4．漢字学習（触知覚学習＋聴覚法） 

触るグリフでは第１から第 3 セクションと並行して、触知覚を用いた漢字学習も行います。読み書き

LD 児童の多くは、文字形態記憶の生成と想起の弱さから、手で書いても漢字が覚えられない困難を抱え

ています。この読み書き LD 児童らの文字形態記憶の脆弱性に対して、私（宮崎）が行った研究 8）では、

特定の高さと凸で立体化された文字に触れて音読することで、対象の記憶が増強される事が分かっていま

す。加えて、聴覚性言語記憶が保たれた児童では、漢字の部分パーツを唱える聴覚バイパス法 11）が有効で

あることが知られています。具体的には、漢字の部分パーツを唱えながら、触れることで「触知覚＋聴

覚」の 2 つの迂回路で記憶痕跡を高めます。聴覚法に用いる教材プログラムとしては「ミチムラ式 12）」を

採用しています。 

 

 

 



 

Ⅳ.触読学習に関するの臨床研究（2025 年時点） 

2023 年から 2024 年にかけて、私（宮崎）は、呼称速度障害と仮名レベルでの読み書きに困難を抱える

重度の読み書き LD 児童ら 8 名（読み困難 8 名、書字困難 4 名、平均年齢 10.4 歳）に対して、触るグリフ

の製品とは異なる素材と文字列ではありますが、同様の高さと形状で立体化した文字を用いた触読トレー

ニング自体の効果を検証する臨床研究 1）を行いました。読み書き能力の評価には STRAW-R（改訂版 標準

読み書きスクリーニング検査）13）と独自に作成した読み書き負担に対する質問紙を用いました。 

 

表 1. 触読学習後の STRAW-R の成績変化(z 得点差)と主観評価 

 

（表 1）z 得点 1.0 以上の成績向上した数値に * をつけてマークアップした。RAN と速読は所要時間の短縮（-）が、書取は正答

数（+）が改善となる。主観評価 : 学習課題実施後に児童から読みと書きにわけて「負担」の改善あり、改善なしで回答を得た。 

 

14 回（平均日数 40 日）の触読学習の結果、読み困難児童 8 名中 7 名で、読み流暢性の改善と、読み負担

の軽減が確かめられました。また、書字困難児童 4 名中 4 名で仮名文字の想起改善と書字負担の軽減が確

かめられました。さらに新たな発見として、8 名中 7 名の児童らの RAN 課題成績が著しく向上しました。

結果は（表 1）に記載します。 

 

1．読み流暢性の向上と負担の軽減 

読み困難児童 8 名中 7 名で、STRAW-R の速読課題（ひらがな、カタカナの単語、非語、文章）5 項目中

1 項目以上で z 得点差 1.5 以上の読み時間の短縮、z 得点差 1.0 を基準とすると、5 項目中 2 項目以上

の時間短縮がみとめられました。仮名 50 音から特殊音節、単語、短文へと段階的に文字形態記憶と単語形

態記憶を形成することで、単語の一纏め認知が促されたと考えられます。さらに有意味な単語だけではな

く、無意味な非語の流暢性も向上した事から、仮名と音の連合記憶形成も促されたと推測されます。速読

課題の成績が改善した児童からは、読みに伴う負担の主観評価（質問紙）でも、負担軽減の回答を得まし



た。読み流暢性の向上と負担軽減の主観評価が一致しました。 

 

2．書字想起の改善と負担の軽減 

書字困難児 4 名中 4 名で、STRAW-R の仮名（聴書）課題 2 項目中 1 項目以上において z 得差 1.5 を超

える正答数の向上が確かめられました。さらに、4 名全員に書字開始時間の短縮が確かめられました。ひ

らがな、カタカナの立体文字に触れて音読することで、具体的かつ精緻な仮名の文字形態記憶の形成が促

されたと考えられます。また、触知覚に伴う音読を介して、文字形態と音の連合記憶形成により「読み上

げた文字を、書く」という聴書での音から文字形態を想起するエンコーディング機能が促されたと考えま

す。読み上げから書字開始までの時間短縮も、音から文字形態記憶を取り出す想起効率が高まったと推測

されます。4 名の児童らからは、書字に伴う負担の主観的評価（質問紙）でも、負担軽減の回答が得られ

ました。書字機能の変化と負担の主観評価が一致しました。 

 

3． 呼称速度（RAN：Rapid Automatized Naming）の促進的変化 

 

（図 5 RAN 課題の成績変化） 

本研究では、8 名全員が呼称速度（RAN）に障害を持つ読み書き LD 児童でした触読学習実施後に、8 名

中 7 名で 3 つの RAN 課題（STRAW−R）の合計平均所要時間が大きく短縮しました（図 5）。3 得点 1.5 以

上短縮した児童は 7 名中 6 名、z 得点 1.0 以上、1.5 未満短縮した児童は 1 名でした。RAN が促進した原理

は、仮説として「見ながら触れて音読」する触読学習による、①文字形態記憶の形成と想起改善、②文字

形態（視覚表象）と言葉（音韻表象）の結びつきの①と②の組み合わせ効果が考えられます。視認した対

象の呼称では、意味システムを経て、音韻辞書で言葉（音韻情報）を想起しますが、同時に失語症患者な

どでは「文字（視覚表象）」の手がかりが呼称成績を促すことが知られています 14）。触知覚により文字形

態の想起改善に加えて、文字−音韻間の結びつきが高まる事で、視覚辞書と音韻辞書が繋がり、視認した対

象（絵や数字）の「字面（文字形態）」の想起が、内的な cue（認知的手がかり）として作用することで、

音韻情報の取り出しを促したと考えます。脳機能研究では、呼称能力の発達に伴う左紡錘状回と意味記憶

や音韻情報処理領域との神経ネットワークの接続性の強化が報告されています 15）。左紡錘状回は、文字形



態記憶や単語形態記憶の形成と表象に関わる領域であり、触知覚と多感覚との統合を担う領域でもありま

す。「見ながら触れて音読する」視覚-触覚-聴覚を介する多感覚での読字活動が、左紡錘状回を中心とした

ネットワークの接続性変化に影響を及ぼした可能性も考えられます。このような呼称速度機能の促進作用

のメカニズムについては現段階では不明な点も多く、f MRI などを用いた脳機能イメージング研究での検

証が求められるでしょう。 

 

4．触読学習の適応と個人特性 

この研究で調べた触読学習後の変化では、8 名中 7 名の児童が、RAN の促進変化と児童が読み書き能力の

改善を示した一方で、うち 1 名の児童は、RAN と読み書き能力の促進的な変化はみられず、主観評価（質

問紙）でも負担軽減の回答も得られませんでした。全てに万能な学習やトレーニングは存在せず、触知覚

を用いた学習の効果にも個人差があると考えられます。私（宮崎）は、視覚性記憶検査として用いられる

Rey-Osterrieth の複雑図形検査（以下、ROCFT）の模写から 3 分後と 30 分後の描画再生成績の変化に着目

しました。ROCFT では、模写時の視覚性記憶や描画の運動記憶が、時間経過に伴う認知的な整理統合され

る「レミニセンス効果」により、3 分後よりも 30 分後の描画再生成績が向上する事が知られています 16）。

このレミニセンス効果は、触知覚を含む多感覚からの記憶形成特性が影響すると考えました。分析の結

果、ROCFT の 3 分後より 30 分後の再生描画成績が向上した児童は、触読学習の効果が高く、触読学習の

効果が乏しかった児童 1 名は、再生描画間の成績は下がる結果となりました。ROCFT の模写再生課題では

多感覚からの記憶形成特性が影響すると考えられます。今後は、より直接的に触知覚学習の個人適応が調

べられるスクリーニング課題を開発していく予定です。 

 

Ⅲ．触るグリフの技術的発明と知的財産権 

 

（図 6）高さ 0.3mm 以上、逆椀型の凸で視覚性記憶の増強効果が確かめられています 

触るグリフは、ただ立体文字を触読するだけではなく、様々な「技術的工夫」を用いて、読み書きの能力

を促す学習プログラムを構築しています。これらの技術工夫と学習プログラムは、知的財産権（特許権、



実用新案、著作権）で保護されています。 

 

1.凸の形状と高さの技術および知的財産権 

触るグリフは、単語の文字列が指面に収まる範囲で、立体化された文字の触知覚刺激の精度を高めること

で文字形態記憶から単語形態記憶へと「一纏め」の記憶形成を促す開発を行いました。しかしながら、指

面による探索のみで、立体化された小さな文字を認知する事は難しく、点字など凸刺激の信号パターンと

して、文字情報を認識する技術が用いられてきました。私（宮崎）は、自身の先行研究において、特定の

高さと形状（図 6 凸部 0.3mm 以上、逆椀形型）で立体化された図版で、高い水準での触知覚による記憶増

強効果が生じた事を参考にして、凸部の形状加工に関する技術的工夫を試みました。これらの技術的工夫

は、１つは 2020 年に世界初の発明特許２）として、もう１つは 2023 年に実用新案 17）として特許庁に認め

られました。 

 

2．触読版と映像音声の併用利用に関する技術および知的財産権 

触るグリフは 2024 年まで、触読版の「見ながら触れる音読」を行ってきましたが、2025 年現在では、読

み上げた文字列がマークアップされる専用の映像音声の併用を推奨しています。ワーキングメモリ内に映

像音声の文字列（視覚表象）と言葉（音韻表象）が残っている状態で、触読版を「見ながら触れて音読」

することで、より文字−音間の連合記憶形成が促されると考えられます。また漢字においても、読み上げて

マークアップされる部分パーツに触れて、記憶痕跡を高める事ができます。これら映像や音声に併せての

立体文字が鳴る触読学習は、世界初の試みであり、2025 年に技術特許として特許庁に認められました。 

 

3．教材の著作権 

触るグリフは、仮名 50 音、特殊音節、2 から 7 モーラの単語、文章へと段階的にも記憶形成を行います。

用いられる単語の心像度と複雑性は、コンピュータによる解析で選定されています。文字形態記憶から単

語形態記憶、汎化の流れが緻密に設計された学習プログラムです。これら独自プログラムは版権で保護さ

れていますので、無断での複製は禁じられています。 

 

Ⅳ.今後の展望について 



 

（図 6）、約 5500 年前に発見された原初的な文字 

今後の展望として、行動指標研究と生理指標研究の 2 側面から、触読学習の学術的根拠（エビデンス）を

構築したいと考えています。臨床研究では、パイロット研究の次の段階として「統制群を用いた比較実

験」と「fMRI を用いた脳機能研究」を計画しています。読み書き能力の改善に加えて、呼称速度

（RAN）の促進についても、より科学的に説明できるモデルを構築したいと考えています。イラクのバク

ダッド近郊で発見された 5500 年前の最古の文字（図 6）は、粘土版に家畜の絵や頭数を表す棒が刻まれた

ものでした 17）。「見ながら触れて音読」する学習は、文字の始まりに繋がる行為であり、視覚や聴覚は触

知覚から派生したからこそ「触れる」事で、言葉を形に結び付けたのでしょう。触読学習の研究が「人と

文字」の本質に迫るからこそ、読み書きを苦手とする人達への一助となれると、私（宮崎）は信じていま

す。 
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